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告
知
板

　

東
野
圭
吾

著
書
の
「
天

空
の
蜂
」
が

再
び
注
目
を

あ
び
て
い

る
。
稼
働
中

の
原
子
力
発

電
の
上
空

に
、
無
人
の

超
巨
大
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
静
止
さ
せ
て
、

犯
人
が
日
本
中
の
原
子
炉
を

廃
炉
に
し
よ
う
と
企
む
内
容

で
あ
る
▼
１
９
９
５
年
に
福

井
県
で
起
き
た
「
も
ん
じ

ゅ
」
事
故
が
き
っ
か
け
で
出

来
た
作
品
で
あ
る
。
著
者
の

東
野
圭
吾
自
身
、
大
学
で
電

気
工
学
を
学
び
、
著
書
の
中

で
も
原
発
問
題
の
矛
盾
を
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

の
著
書
が
20
年
前
に
書
か
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
代
で
も
意
味
が
通
じ
る
の

が
驚
き
だ
▼
10
月
の
新
潟
県

知
事
選
挙
で
は
、
東
京
電
力

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
は
認

め
な
い
と
い
う
県
民
の
意
思

が
示
さ
れ
た
結
果
と
な
っ

た
。
次
世
代
へ
の
負
担
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
々

の
責
務
で
あ
る
。（
Ｎ
）

天満でとどけ
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研修・学習会などにご利用ください

2017年国民春闘討論集会
　11月26日（土）～27日（日）　和歌山県加太「シーサイド加太海月」

大阪労連秋の争議支援総行動
　11月30日（水）８：15～スタート

大阪労連青年部クリスマス企画（クリスマススイーツ教室）
　12月４日（日）14：00～　クレオ大阪東

は

さ
な
い

維
新
政
治
許

　15回役員セミナーが10月15日～16日神戸フルーツ
・フラワーパークで開催され、88人が参加しました。

「明日のあなたの元気のた
めに」をテーマに、関西勤
労協の中田進さんが講演。
「語る力」「働きかける
力」を磨き、学習する必要
性を強調しました。

　10月29日「仲間づくり
大規模宣伝」を、なんば高
島屋前で取り組み、38人
が参加しました。「過労死
・過労自殺をなくしていく
ためにも長時間労働を規制
する働くルールを作っていこう」「働きやすい職場に
するためにも労働組合に入ろう」と訴え、労働組合紹
介リーフを1800枚配布すると、じっくりとリーフを
見ながら歩く人の姿も見られました。
　また、「最低賃金引き上げを求める署名」や「労働
時間の規制強化を求める署名」に足を止め、自分の働
き方に対する不満や不安を話す労働者も多く、対話と
なりました。
　自分の働き方に疑問を持つ労働者や悩んでいる労働
者に寄り添う労働組合の役割が大きくなっています。

　

北
河
内
地
区
協

議
会
で
は
、
１
９

９
５
年
か
ら
「
北

河
内
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
（
懇
談

会
）」
を
実
施
し

　

国
民
大
運
動
大
阪
実
行

委
員
会
他
２
団
体
は
10
月

28
日
、
府
機
動
隊
員
の
沖

縄
で
の
差
別
的
暴
言
を
許

さ
ず
、
こ
れ
を
擁
護
す
る

松
井
府
知
事
の
発
言
撤
回

と
謝
罪
、
辞
任
を
求
め
る

集
会
を
行
い
ま
し
た
。
雨

が
心
配
さ
れ
る
中
、
大
阪

城
公
園
教
育
塔
前
に
１
６

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

手
に
手
に
「
差
別
発
言
は

絶
対
許
さ
な
い
」「
ヘ
イ

仲間づくり大規模宣伝

大阪労連次世代役員育成へ第15回役員
セミナー開催

10
・
21
緊
急
宣
伝
・
要
請
行
動

「
明
る
い
会
」

要
求
と
運
動
の
交
流
集
会北

河
内
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

10
・
28
府
庁
一
周
抗
議
デ
モ
＆

個
人
請
願
行
動

　
沖
縄
県
東
村
高
江
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ヘ
リ
パ
ッ

ド
移
設
工
事
現
場
の
周
辺
で
、
反
対
す
る
住
民
ら
に

対
し
、
10
月
19
日
に
配
備
中
の
大
阪
府
警
の
機
動
隊

員
が
差
別
的
な
暴
言
を
吐
い
た
問
題
で
、
松
井
大
阪

府
知
事
は
、
19
日
、
自
身
のTwitter

で
、「
表
現
が

不
適
切
だ
と
し
て
も
、
府
警
の
警
官
が
一
生
懸
命
命

令
に
従
い
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
出
張
ご
苦
労
様
」
な
ど
と
投
稿
し
ま
し
た
。

ト
知
事
は
辞
任
し
ろ
」

「
差
別
発
言
を
擁
護
す
る

な
！
」
と
プ
ラ
カ
ー
ド
や

団
体
旗
が
会
場
を
埋
め
る

中
、
３
人
の
代
表
か
ら
、

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
力
強
い
抗
議
の
声
を

あ
げ
る
デ
モ
が
府
庁
を
一

周
し
、
道
行
く
人
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

緊
急
の
行
動
に
も
関
わ

ら
ず
、
松
井
知
事
へ
の
個

人
請
願
は
、
府
民
の
怒
り

　

国
民
大
運
動
大
阪
実
行

委
員
会
・
憲
法
改
悪
阻
止

大
阪
府
各
界
連
絡
会
議
・

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員

会
は
、
こ
の
報
道
を
受
け

て
21
日
早
朝
に
、
大
阪
府

庁
前
で
松
井
知
事
に
対

し
、
府
警
暴
言
擁
護
撤
回

と
謝
罪
を
求
め
、
そ
の
発

言
で
の
責
任
を
と
り
、
辞

任
を
求
め
る
緊
急
宣
伝
を

実
施
し
ま
し
た
。
宣
伝

後
、
松
井
知
事
へ
の
辞
任

を
求
め
る
要
請
書
を
手
交

し
ま
し
た
。

大阪府警暴言擁護の松井知事は
発言を撤回し謝罪を、即刻辞任せよ

門真市との懇談（10月20日）枚方市との懇談（10月21日）

▲10.21緊急宣伝・要請行動
◀10.28府庁一周抗議デモ

て
い
ま
す
。
今
年
は
10
月

19
日
か
ら
３
日
間
、
６
市

自
治
体
と
懇
談
（
守
口
市

11
月
に
延
期
）。
地
域
住

民
の
く
ら
し
・
福
祉
向
上

を
め
ざ
し
、
文
書
回
答
に

と
し
て
６
４
０
人
分
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
の
長
の
立
場
で

あ
り
な
が
ら
、
人
権
侵
害

を
平
然
と
擁
護
す
る
許
せ

な
い
行
為
で
す
。
松
井
知

事
に
辞
任
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

　

11
月
５
日
「
明

る
い
会
」
要
求
と

運
動
の
交
流
集
会

が
行
わ
れ
、
80
人

が
参
加
。
中
山
徹
奈
良
女

子
大
学
教
授
が
「
自
治
体

を
巡
る
状
況
と
今
後
の
展

望
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
５
つ

の
分
散
会
に
わ
か
れ
、
維

新
政
治
を
打
ち
破
り
、
府

民
の
暮
ら
し
・
要
求
に
応

え
る
地
域
・
団
体
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
活
発

に
話
し
あ
い
ま
し
た
。

ー
府
民
と
共
に
闘
い
、平
和
・
暮
ら
し
・
権
利
を
守
ろ
う
ー基

づ
き
約
1
時
間
、
地
域

経
済
活
性
化
や
雇
用
の
確

保
・
非
正
規
問
題
等
９
項

目
の
要
望
に
基
づ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
。

「明るい会」要求と運動の交流集会


